
 

 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  
 学  校  名  
 
 
 
岐南工業高等学校  

 

学校教育目標  
校訓「創意実践」のもと、知・徳・体の調和を目指し、心豊かで、創造力・実践力のある産業人を育成します。  

全ての教育活動を通して「自立力」「共生力」「自己実現力」をバランス良く身に付けた人づくりを目指します。  

スクール・  

ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 
ア ドミ ッシ ョン ・ポ リシ ー （ ＡＰ） 

・主体的に行動し責任を持ち、基礎・基本

を身に付けた生徒  

・自己の役割を認識し、周囲と協力し、工

業の発展のために積極的に自己の能力を

生かそうとする生徒  

・規範意識・倫理観・創造力・実践力等、

職業人として必要な資質を身に付け、工

業技術を活用し社会に貢献する生徒  

・産業界との連携や課題研究等を通し主体

的に学び続ける力、課題解決能力、職業

人として必要な資質や能力を育成  

・ものづくりや資格取得、各種コンテスト

への参加から、知識・技能を習得、社会

人基礎力を身に付けた人材を育成  

・学校行事や部活動及び生徒会活動から心

身の健全な発育、仲間意識、責任と規律

を重んずる態度を育成  

・興味・関心を持ち、専門的な知識と高度

な技術の修得に誠実に取り組み、地域産

業の発展を支える人材になるという意欲

のある生徒  

・多様な人々とのつながりを大切にし、他

者と協働し目標に向け努力する生徒  

・高校生活に明確な目標を持ち、学習だけ

でなく資格取得や部活動にも意欲的に取

り組むことができる生徒  

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策  達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１確かな学力の定着・向上

を図ります。  

 

 

①学びなおし学習の個別指導により、基礎学力の定着を行います。  

②公開授業や職員研修会などによ り職員 同士が学び合い、 ＩＣ

Ｔを活用した授業の実践等、指導力の向上を図ります。  

③全職員の共通理解のもと、規律ある授業で学力向上を推進します。  

❶生徒による授業評価の結果  

❷生徒・保護者のアンケート結果  

 （８割以上の肯定的回答を目指す）  

❸研究授業・公開授業の教員間評価や感想  

２ものづくりを通した人づ

くりを推進します。  

①  技能検定等の資格取得を目指します。  

②各学科の特徴を生かした競技会（ものづくりコンテスト等）に積極的

に参加します。  

③産学官連携の取組や地域イベントでのものづくり体験を通して、コ

ミュニケーション能力を培い、地域へ貢献できる人材の育成をしま

す。  

④インターンシップを実施し勤労観・職業観の育成をします。  

❶技能検定等の合格者数の比較  

❷各科の各種コンテスト結果  

❸インターシップの評価や感想  

❹生徒・保護者のアンケート結果  

 （８割以上の肯定的回答を目指す）  

 

３部活動を通した人づくり

を推進します。  

①「時を守り、身をただし、元気にあいさつ」のもと、規律正しい生活

習慣を確立します。  

➁他者への思いやりをもち、助け合いながら切磋琢磨していく向上心

を育成します。  

❶部活動やボランティア活動参加人数や回

数（全国大会出場の増加）  

❷生徒・保護者のアンケート結果  

（８割以上の肯定的回答を目指す）  


